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デカルトからの引用は，すべて “Œuvres de 
Descartes”,  publiées par Ch. Adam et P. 












































































philosophiques”, textes établis, présentés et 





　同省察（AT ― 7：84：25）。Gar y Hat f ie ld , 
‘Descartes’ physiology and its relation to his 
psychology’, in “Cambridge Companion to 























































































　同第 6講（AT―6：146：2―26）。Desmond M. 
Clarke, “Descartes’s Theory of Mind”, Oxford, 
















第 4講（AT―6：113：8―25）， 同 第 5講（AT―
6：123：31―124：4），同第6講（AT―6：147：
4―12），『人間論』（AT―11：162：29―31），三
角測量については『屈折光学』第6講（AT―
6：135：8―29），『人間論』（AT―11：160：16―
26）参照。「自然の幾何学」という語句は『屈
折光学』第6講（AT―6：137：28），『人間論』
（AT―11：160：22）に見いだされる。
　『人間論』（AT―11：162：17―19）および『屈折
光学』第6講（AT―6：144：4―6）。
　『宇宙論』第1章（AT―11：5：21―22）。
　同（AT―11：6―17）。
　『省察』第6省察（AT―7：83：14―23）。
　同省察には直前に（AT―7：83：2―14）具体例
が挙げられているが，星の大きさや空虚の問題
とともに，火の熱や苦痛についても論じられて
いる。
　『哲学原理』第1部第67節（AT―8―1：32：27―
33：7）。
　同第69節（AT―8―1：34：4―6）。
　同節（AT―8―1：34：6―8）および第2部第3節
（AT―8―1：41：28―42：1）参照。
　前註⑵の拙稿1，とりわけその註 参照。
　『省察』第6省察（AT―7：80：7―10），『哲学原理』
第2部第1節（AT―8―1：41：9―13）および同第
4節（AT―8―1：42：5―8）参照。
　前註⑵の拙稿1，とりわけp. 29参照。
　『哲学原理』第1部第69節（AT―8―1：34：6―8）
および同第71節（AT―8―1：35：19―36：2）参照。
　『省察』第1省察（AT―7：18：19―20）。
　同。
　前註⑵の拙稿1，とりわけpp. 27―29参照。
　『省察』第6答弁（AT―7：438：7―15/438：27―
439：1）および『哲学原理』第1部第71節
（AT―8―1：36：18―22）。
　前註⑵の拙稿1，とりわけp. 28参照。
　実際に行動に移るにはさらなる諸条件が必要で
あろうが，それらが満たされないがゆえに実行
されない場合も過誤であろう。
　『省察』第6反論（AT―7：418：19―18）。本稿
の基調である「感覚の3段階論」を引き出した
反論である。
　『省察』第6答弁（AT―7：437：25―30）。
　同（AT―7：438：13―15）。
　前註 参照。
　レンズの介在による屈折については，『人間論』
（AT―11：162：1―16），『屈折光学』第6講（AT―6：
142：24―144：4）参照。
　引用は『省察』第6省察（AT―7：82：5―7）。
空虚については同省察の他の箇所（AT―7：83：
12―14），『精神指導の規則』第12規則（AT―
10：424：21―25），『宇宙論』第4章（AT―11：
17：22―18：5），『哲学原理』第1部第71節
（AT―8―1：36：2―11）等参照。
　『省察』第6省察（AT―7：82：2―3），『哲学原理』
第1部第71節（AT―8―1：36：18）。
　それゆえその訂正は他の感覚によるのではなく，
自然学の知に基づく別の判断によらなければな
らない。
　先に挙げた視覚障害等の場合は，本来の感覚で
ある二次性質のそれの発生に関しては「自然の
真の誤謬」と言えよう。
